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国民年金からの
お知らせです

  年金の
そこが知りたい
役場保険年金係☎（42）2111

種別 第１号被保険者 第２号被保険者 第３号被保険者

対象者 自営業、学生など
厚生年金や共済組合に

加入している会社員や公務員
第２号被保険者に

扶養されている配偶者

保険料の納め方

納付書や口座振替などにより
個人で納めます
保険料は月額 16,590 円です

（※）

給与から職場の年金制度の保
険料を納めます。国民年金保
険料を個別で納める必要はあ
りません

配偶者の勤務先に届け出てい
れば、自分で保険料を納める
必要はありません

加入手続き
お住まいの市区町村役場また
は年金事務所に届け出ます

勤務先が年金事務所に届け出
ます

配偶者の勤務先が年金事務所
に届け出ます

日本に住んでいる20歳以上60歳未満
で、厚生年金保険に加入していない人は
国民年金に加入しなければなりません。
老後の生活保障や障害を負ったときのた
めにも必ず加入手続きをしてください。
A答え私は今年、会社を退職する

予定です。まだ60歳になっ
ていないので国民年金に加
入するように言われたので
すが、必ず加入しなければ
ならないのでしょうか。

Q疑問
こんなときには、
　  　　こんな手続きを

国民年金の加入の種別が変更になったときには忘れずに届け出ましょう。
20 歳以上 60 歳未満で次の表のような場合は変更を届け出てください。

（※）保険料を納めることが困難な場合、保険料が免除または猶予される制度がありますのでご相談ください。

◆第１号被保険者（自営業・学生など）
こんなとき 変更後の種別 届け出先

会社員・公務員になった 第２号 勤務先
会社員・公務員と結婚し扶養されるよう
になった

第３号 配偶者の勤務先

◆第２号被保険者（会社員・公務員など）
こんなとき 変更後の種別 届け出先

退職した（60 歳未満） 第１号 役場・年金事務所
会社員・公務員と結婚し扶養されるよう
になった

第３号 配偶者の勤務先

◆第３号被保険者（会社員・公務員に扶養されている配偶者）
こんなとき 変更後の種別 届け出先

扶養からはずれた 第１号 役場・年金事務所
配偶者が退職した（60 歳未満） 第１号 役場・年金事務所
配偶者が 65 歳になった 第１号 役場・年金事務所
会社員・公務員になった 第２号 勤務先

●役場での届出に必要なもの
・ 基礎年金番号通知書（年

金手帳）またはマイナン
バーカード（通知カード
の場合は、本人確認書類
が必要です）

・ 離職票（免除を申請する
場合）
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森中臨床検査科副科長の

調子は
いかが？
くらて病院☎（42）1231

くらて病院スタッフ。
からの健康。

アドバイスです。

ADVICEHealth
多
く
の
場
合
、
簡
単
に
疲
れ
だ
と
判
断
し
て
し
ま
い
が
ち
で
す
。
一
度
主
治
医
に

ご
相
談
の
上
、
簡
易
検
査
を
受
け
ら
れ
る
こ
と
を
お
勧
め
い
た
し
ま
す
。

森
中　

恵
美
・
も
り
な
か
え
み
・
平
成
18
年
３
月
産
業
医
科
大
学
産
業
保
健
学
部
卒
業
。
平
成
31
年
１
月
よ
り
地
方
独
立
行
政
法
人　

く
ら
て
病
院
検
査
科
に
勤
務
（
臨

床
検
査
科
副
科
長
） 

。

【
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
】

が
散
漫
と
な
り
、
居
眠
り
な
ど
に

よ
っ
て
思
わ
ぬ
事
故
な
ど
に
繋
が
り

や
す
い
こ
と
が
大
き
な
問
題
に
な
っ

て
い
ま
す
。

次
の
①
か
ら
④
の
症
状
に
該
当

は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

①
家
族
か
ら
い
び
き
を
指
摘
さ
れ

る
②
睡
眠
中
に
息
苦
し
く
な
っ
て
目

覚
め
る

③
日
中
に
眠
気
を
感
じ
る

④
起
床
時
の
頭
痛
や
体
の
だ
る
さ

①
か
ら
④
の
主
な
原
因
は
肥
満

で
す
が
、
高
血
圧
の
人
の
多
く
が
合

併
し
て
い
る
と
の
報
告
も
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
睡
眠
中
に
体
内
の
酸
素

量
が
不
足
し
が
ち
に
な
る
こ
と
で
全

身
の
さ
ま
ざ
ま
な
部
位
に
負
担
を
か

け
、
心
筋
梗
塞
や
脳
卒
中
な
ど
命
に

関
わ
る
合
併
症
が
お
こ
る
危
険
性
が

通
常
よ
り
３
倍
か
ら
４
倍
も
高
く
な

る
こ
と
が
分
か
っ
て
い
ま
す
。

自
宅
で
実
施
可
能
な
簡
易
的
な

検
査
と
入
院
が
必
要
な
精
密
検
査
が

あ
り
ま
す
。
簡
易
検
査
は
、
携
帯
用

の
医
療
機
器
を
用
い
て
い
び
き
の
状

態
や
空
気
の
流
れ
を
感
知
す
る
セ
ン

サ
ー
を
鼻
の
下
に
、
血
液
中
の
酸
素

濃
度
を
測
る
機
器
を
指
に
装
着
し
た

状
態
で
睡
眠
中
の
呼
吸
状
態
や
上
気

道
の
狭
窄
の
有
無
を
評
価
す
る
検
査

で
す
。
一
方
、
精
密
検
査
で
は
医
療

機
関
に
入
院
し
た
上
で
、
脳
波
や
心

電
図
、
眼
球
や
胸
の
動
き
、
口
と
鼻

の
空
気
の
流
れ
、
血
液
中
の
酸
素
濃

度
を
測
る
セ
ン
サ
ー
を
装
着
し
た
状

態
で
睡
眠
中
の
姿
勢
や
い
び
き
の
音

な
ど
を
調
べ
ま
す
。
治
療
が
必
要
と

い
び
き
は
疲
労
、
風
邪
、
鼻
づ
ま

り
な
ど
の
一
時
的
な
原
因
の
場
合

と
、就
寝
中
に
呼
吸
が
止
ま
っ
て
し

ま
う
無
呼
吸
が
原
因
の
場
合
が
考

え
ら
れ
ま
す
。一
時
的
な
原
因
の
場

合
は
長
く
続
く
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、そ
う
で
な
い
場
合
は
「
睡
眠

時
無
呼
吸
」
を
疑
い
ま
す
。

主
に
睡
眠
中
に
空
気
の
通
り
道
が

狭
く
な
る
こ
と
に
よ
っ
て
無
呼
吸
状

態（
10
秒
以
上
呼
吸
が
止
ま
る
こ
と
）

と
大
き
な
い
び
き
を
繰
り
返
す
病
気

の
こ
と
で
す
。
睡
眠
が
浅
く
な
り
が

ち
に
な
り
、
日
中
の
眠
気
や
起
床
時

の
頭
痛
な
ど
を
引
き
起
こ
し
ま
す
。

ま
た
、
症
状
が
長
期
間
に
わ
た
る
と

日
中
の
倦
怠
感
や
集
中
力
、
注
意
力

な
っ
た
場
合
は
、
睡
眠
中
に
マ
ス
ク

か
ら
強
制
的
に
空
気
を
送
り
込
ん
で

狭
く
な
っ
た
気
道
を
広
げ
る
“
経
鼻

的
持
続
陽
圧
呼
吸
療
法
”
が
行
わ
れ

ま
す
。

い
び
き
の
種
類？

最
近
主
人
の
い
び
き
が
ひ
ど
く
、と
き
ど
き
呼
吸
が
止
ま
っ
て
い
る
よ
う
で
心
配
で
す
。

何
か
大
き
な
病
気
が
隠
れ
て
い
る
可
能
性
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？
（
42
歳
・
女
性
）

睡
眠
時
無
呼
吸
症
候
群

症
状

検
査
と
診
断


